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一方、L40F の方が WT よりも脂質膜のアシル鎖領域へもたらす影響が小さいことが示唆された
ことより、両親媒性ぺプチドの疎水面を構成するアミノ酸によってペプチドの膜との結合状態
が変わる可能性を指摘した。また、曲率の異なるリポソームに対する親和性は両ペプチドの間











を指摘した。さらに、R8 が直接膜透過する条件で GP 値のより低い領域が R8 の流入点となるこ
と、R8 膜透過促進効果をもつ低分子化合物であるピレンブチレート（PyB）も EpN18 や Sar1p_23











要旨公表可能日：平成 29 年  6 月 22 日以降 
 
 
